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1．序

　理論経済学においては，企業は利潤の最大化を図り消費者は効用水準の最大化を図ると

いうことが，合理的な経済主体がとる行動に関する一つの前提となっている．そしてその

結果として完全競争経済において実現する需要と供給が一致するような価格ベクトルと総

生産計画の組み合わせ，いわゆるワルラス均衡（完全競争均衡）が理論経済学における重

要な分析対象の一つであり，それに関連したさまざまな命題が証明され．主張されている．

　不完全競争経済においては企業は市場価格に対する影響力を認識しながら利潤最大化行

動をとるようになるが，均衡においてはやはり需要と供給が一致しなければならず，交換

均衡であることが要請されることは不変である．しかしながら，一つの総生産計画に対し

て複数の交換均衡価格が存在する筆合には1クールノー一均衡の定義において企業の弓」潤最

大化を考える際，市場で成立すると企業が考えるのはどの価格であるかということを決定

しなければならない．つまり交換均衡価格選択が定義される必要が生じるわけであり，こ

れらの選択理論は不完全競争企業の一般均衡理論研究の発展に大きな役割を果たし牟。交

換均衡価格が一意に決まるという仮定を用いていたGabs晩wioz　andVia工（ユ972）のモデル

を，Roberts（1980）は交換均衡価格が所与の総生産計画に対して複数存在する場合にまで

拡張したため，その分析において一つの交換均衡価格選択を定義する必要が生じた．それ

は決定的選択であり局所的に定義されるものであるが，臨界交換均衡においては連続性が
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保証されないという短所をもちあわせていた1）．そこでA11en（1985）は，確率の概念を利

用して期待価格の形成を図り，大域的に定義可能な連続確率選択を構築した2〕、さらに一

般均衡モデルにおける不完全競争企業の行動に取り入れ，Roberts（1980）と平行した分析

を行った（刈1en（1994））．

　ワルラス均衡に関わる命題の中で，不完全競争経済における主要な定理の」つとしてク

ールノーの極限定理が挙げられるが，もちろん彼らも一般均衡理論の枠組みにおいてその

証明を成し遂げている3〕一前者では，クールノー均衡の極限点が正則交換均衡であるなら

ば，その極限はワルラス均衡であるということを主張した．さらに後者では，連続確率選

択が大域的に定義可能である点を禾I」周して一般性を高め，正員1」性の仮定がなくても同様の

定理が成り立つことを証明した．

　彼らのモデルにおいては交換均衡価格選択が異なるために，ワルラス均衡も同一である

とは限らない．しかしながらA11en（1994）は，それらの選択にしたがって定義される二つ

のワルラス均衡の相違については言及していない．そこで本稿では，それぞれの選択のも

とで定義される二つのワルラス均衡を比較し，その差異及び共通性を分析する．

　本稿の構成は以下の通りである．まず第2節で経済を構成する消費者と企業の特性が設

定され，交換均衡，その正員1j性，そしてワル÷ス均衡が定義される．第3節では，決定的

選択とその連続性に関する命題が主張され，また連続確率選択及び期待ワルラス均衡が定

義される4〕・第4節では，正則経済におけるワルラス均衡はある連続確率選択のもとで揮

待ワルラス均衡になることが証明されるとともに，臨界経済におけるワルラス均衡につい

ては期待ワルラス均衡との明確な関係を主張できるわけではないことが例示される．
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2．モデル

　まず我々は標準的な一般均衡モデルを設定する．経済亙には，m人の消費者と〃杜の

企業が存在し，J＋1種類の財の取引を行う．財の集合を∬：二｛O，1，一。。，∬｝で表す・第O財

は価値基準財であり，その価格は1であると仮定される．’十1種類の財の価格の集合は∫：＝

｛1｝X沢二、と標準化され，価格ベクトルはρ＝｛1，ρ、，．．．，〃｝∈8によって与えられる5）．

生産部門は・タノブの企業からなる．各企業バノー1，．．．，・）は生産集合γ∫⊂R’十’か

ら生産計画ル＝σゴ。，…，〃）を選ぶ・企業ノの禾1」潤はπj：＝ρ・ハによって定義される・．

また，すべての企業の総生産計画をγ：1（γ1，．．．，篶）∈パ（’十1〕によって表示する．

　生産集合γゴは以下のような諸条件を満たす一まず各企業は生産活動の停止を選択する

ことができるので・O∈巧であるが・生産要素をまったく投入する子となく生産物を産出

することは不可能であり，γノ∩定十1⊂｛O｝である。また巧は閑集合で上に有界である。

このことは実行可能な生産計画の点列の極限値は各企業にとって実際に生産可能であり，

また無限に生産物を産出することは不可能であることを意味する。さらに巧は厳密に凸

であり，弓の境界は厳密なガウス曲率をもつと仮定する・前者は生産技術が規模に関して

収穫逓減であることを表す．後者については本稿の分析において深く論及しないが，企業

の供給関数が連続になるために必要な仮定である．

　消費部門はmタイプの消費者からなる．消費者’（5＝1，．．．，m）はωj∈沢仁1の初期保

有ベクトルを保有し，企業ゴが得た利潤を分配率劣≧Oにしたがって受け取る一ただし，

各ノに対してΣ二、θジ1が成り立つ・消費者1は予算制約ρ・ハ≦ρ・w　jのもと，自己
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の選好にもとづいて最適な財バンドルェ’∈R’十1を選ぶ．ただし，wジ＝ρ・ω’十

Σ二＝1θ苗π。は手1」潤分配後の消費者1の所得である・

　これらの条件のもと，消費者’は需要関数ξ’（・，・）：∫×パ（’斗1）→パ十1をもつと仮定

する．ただし，ξf∈C面（8×パ（’十1〕，パ十1）である。）．さらにその選好は局所非飽和性と境

界条件を満たすと仮定する．前者は，任意の消費者は均衡においては常に所得をすべて使

い切る，ろまり予算制約式は等号で成り立つことを意味する一後者は，4壬意の価格〃がO

に収束する際，あるタイプの消費者の需要量は非有界となることを意味し，そのような価

格のもとでの均衡の存在を排除する．

　企業と消費者の特徴を定義したので，．我々は以下で二種類の均衡及び正則性について定

義できる、交換均衡はすべてあ市場が均衡する価格と絵生産計画の組み合わせを表す．

定義2．1（交換均衡）1　経済亙における交換均衡は，次の条件を満たすような組み合わ

せ⑫’，プ）∈8×パ（’十1〕である1

Σ二、ξ、レ，〆・ω、十Σ工1θサ〆・γ二）一Σ二1ω、十Σ二、γ二一

　ここで，所与の総生産計画γ∈R”十1）に対し，交痘均衡を構成するような価格ベクトル

ρを指定†る対応ψ（・）：沢州→∫を，卒換均衡価格対応として定義する・〕1

　　ψσ）：＝｛ρ∈∫1（ρ，y）は交換均衡である｝．

　もちろんあるyに対しては，ψσ）は空集合になるかもしれないし，あるいは複数の価格

ベクトルの集合であるかもしれない・γ＝Oである純粋交換経済においては交換均衡が存
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存することが知られている．詳しくはDebreu（1970）を参照されたい．生産経済において

も，すべての企業が非負の利潤を得ている場合には，任意の総生産計画に対して交換均衡

価格ベクトルが存在すると考えてよい．簡潔に言えば，各ブに対してρ．乃≧Oが成ら立

つような場合には，各’に対してw1＞Oが成り立ち，・需要関数の連続性と境界条件により

その対応Wσ）が上半連続になるからである。本稿ではこれ以上の論及は避けるが，O∈石

の仮定より，合理的た企業は負の利潤で操業するくらいなら操業停止を選択するので，す

べての企業の利潤が非負であるという仮定は現実的な仮定である．

　ここで我々は交換均衡の正員1」性を定義する．まず総超過需要関数ζ（・，・）：∫×R”（’十1〕

→R’十1が以下の式によって定義される畠〕：

8（ρ，γ）：＝Σ二、ξ、レρ・ω、十Σ二、θ亜ρツゴ）一Σ二ω、一Σ二、y、．

　さらに，ζ・の像から第O要素（価値基準財）を除いた∫個の値を写す関数として，ζ（・，

・）：∫×沢固（’十1〕→パを定義する、このときワルラス法則により，ζ（ρ，y）＝0はξ（ρ，

y）＝Oを導き，（ρ，γ）が交換均衡であることを意味する一

　以上を踏まえて，交換均衡の正員11性を定義できる9）．正員■1性は，後に交換均衡価格選択

の性質を考慮する際，重要な要素となる．

定義2・2（正則交換均衡）：　もしζ⑦’・プ）土Oでありかつヤコビアン行列Dρζが正則

行列（特異行列）であるならば，⑫’，プ）∈∫×沢”十1）は正則（臨界〕交換均衡である．
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　ρに関する微分は実際には｛ρ1，ρ2，＿，〃｝に関する微分であることに注意されたい。ζ

は第O財を除いた財の価格空間への関数なので，正員■」性はDρζの階数が∫であることを意

味する．よって任意？交換均衡は，この定義に従って正員1’均衡と臨界均衡とに区別できる。

　γ∈パ（’十1〕を所与としたとき，もしすべての交換均衡が正則であるなら，その経済を正

・則経済と定義する・Debreu（1970）は臨界経済が生じ亭ような初期保有量の集合のルベーグ

測度はOであることを証明している．このことは，ルベーグ測度の意味においては，ほと

んどすべての交換均衡が正則であると考えてよいことを意味している．

　次に我々は交換均衡の定義に加え，完全競争企業による利潤最大化を要請するワルラス

均衡を定義する．

定義2－3（ワルラス均衡）＝　経常亙におけるワルラス均衡は，次の条件（a），（b）を満たす

ような組み合わせ⑦‘，プ）∈∫×パ（’十1〕である：

　　（割）⑦’，プ）は交換均衡である：ζ⑦‡，プ）＝一0，

　　（b）任意のブ及び・1中ご対して，γ1∈巧は以下の不等式を満たす：〆’γ1≧〆．γ1．・

　ワルラス均衡において各企業はプライステ」カ］である．条件（b）が企業の利潤最大化行

動を表すが，γノが厳密に凸であるので，各企業の最適な生産計画は一意に決まる．

3．決定的選択と連続確率選択
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　本節では，ある総生産計画に対して交換均衡価格ベクトルが複数存在する際に一つの価

格ベクトルを指定寺る選択を二種類定義する．それは決定的選択と連続確率選択・である．

　決定的選択は，ある交換均衡において総生産計画が変化した際に．変更前の均衡価格ベ

クトルにもっとも近い交換均衡価格ベクトルを指定する選択である．交換均衡の非存在問

題を排除するために，実行可能な総生産計画の集合として，τ：＝ひ∈”（’十1〕1ψσ）≠②｝

を定義する．分析の焦点であるワルラス均衡における総生産計画はもちろんτに含まれて

いる・決定的選択は・ρ∈州に対して・咋のように写像P（一・∵）：8XTX「→8とし

て定義される1o〕1

P（ρ，y，ゾ）∈1〆∈〃）1任意の〆∈4（ゾ）に対してll〆一ρll・llρLρ11／．

つまり交換均衡（ρ，γ）を所与として，総生産計画がyからy’に変化した際，新しい均衡価

格ベクトルはP（・ρ，y，γ’）になるのである．総生産計画γ’に対して交換均衡価格ベクトル

が複数存在する場合，元来の価格ベクトルρに最も近い価格ベクトルが選ばれるのである・

　生産集合の仮定と陰関数定理により，次の命題が証明される、

命題3．1［Rober七s（1980）］＝　もしφ＾，プ）が正員1」交換均衡であり，すべてのノについて〆

・y！≧0が成り立つならば，プに対して十分小さい正の数が存在し，ある近傍σε1＝｛γ

∈R冊（川〕一11プーy　ll＜ε｝が定義できて，P⑦’，プ，・）∈co（σ乱8）である．



8　　　　　　　　　　一橋研究　第27巻3号

証明1⑦’・プ）においてDρζは正員11行列であるので・陰関数定理によりプのある近傍σ岳

において。。コ iσ岳，∫）級関数g（・）が⑦’，プ）の近傍に一意に存在して，ゾ∈σ百に対して

次の等式を満たす＝

　ζ（9（川，γ’）＝O一

εを十分小さくとればP（〆，プ，y’）＝g（ゾ）となるから，本命題は成り立つ．　■

　次にもう一つの選択，連続確率選択を定義する。M（のを8上の確率測度の空間で弱収

束位相が与えられたものであるとしよう．交換均衡価格対応ψ（．）からの連続確率選択は，

各γ∈rに対して定率される関数μ（・）：r→M（ので・yについて連続であり・μひ）（ψ（y））

＝1を満たす．つまりこの選択は，企業の総生産計画を所与として，市場を均衡させる諸

価格ベクトルを確率1で指定する確率測度である・その連続性は、総生産計画の点列｛〆｝

がγに収束するとき確率測度の点列μ（ノ）がμ（y）に弱以東することを意味する．このよ

うな選択の存在は，臨界交換や衡が連続体で存在しない場合には，C画（8×”（’十1〕，R’）の

残留集合に属するζに対して保証される．詳しくは人uen（1985）を参照せよ．決定的選

択は臨界交換均衡においては一意性や連続性が保証されないが，連続確率選択は上記の意

味での連続性が大域的に保証されるのである．

　完全競争企業が期待価格を所与として利潤を最大化する期待ワルラス均衡を定義する．

期待価格を所与とみなすことは，すべての企業が同一の連続確率選択を用いること．及び

一企業の生産計画の変更は総生産計画に対して影響を与えず期待価格ベクトルが不変であ

ることを意味する．
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定義3．1（期待ワルラス均衡）1　経済亙における期待ワルラス均衡は次の条件（a），（b）を

挿たす⑦、プ）∈∫×rである：

　　（a）⑦．，プ）は交換均衡である＝ζ⑦’，プ）＝O，

　　（b）任意のプ及ぴγ二∈りに対して，γ二∈巧は以下の不等式を満たす1

レ・ylψ（〆）（ρ）・工ρ・〃μ（ゾ）（ρ）・

　不確実な状況下で企業は期待禾1」滴を最大化する．任意のγ二∈巧は，期待価格を所与と

して禾1」洞を最大化している．この概念は，先に定義されたワルラス均衡とは異なる．消費

者は現実の一つの価格ベクトルに直面するが，交換均衡価格対応が複数の価格ベクトルを

指定する場合には，それらの中から現実に成立する一つの価格ベクトルを企業は正確に予

見できないので，期待価格を所与とせざるを得ないのである．ただし，その期待価格のも

とで利潤を最大化する総生産計画が，いずれの均衡価格が現実に成立した場合にでも消費

者の需要に」致するのである．結果的には，実際に成立した価格ベクトルのもとで，企業

が利潤を最大化しているとは限らないのである。

4．ワルラス均衡と期待ワルラス均衡

　本節では，ワルラス均衡と期待ワルラス均衡の関係について考察する．後者は用いる選

択が変化すれば均衡自体が異なるため，実際には二つの均衡の間に明確な関連性が存在す
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るわけではない．しかしながら正則経済においては，ワルラス均衡配分はある適当な連続

確率選択のもとでは期待ワルラス均衡になることが証明できる．

　次の補題は，正員1」経済においては交換均衡価格ベクトルは有限で，その十分小さな近傍

においては，その個数が局所的に一定であることを主張する．

補題4．1［Deb肥u（1970）］1　正則経済プ∈・rにおいて．存在する交換均衡価格ベク

トルは有限であり，ある自然数たに対し交換均衡は⑦1，プ），⑫・，プ），．．．，⑦㌦）と

表記できる．またすべてのゐ及びブについて〆・yノ≧0が成り立つならば，十分小さい

正の数・が存在し，ある近帥：一／γ∈・lllプーγll・ε／におい下，任意の・∈叱

に対し次の条件を満たすようなた個のC。。（σ乱∫）級関数Pl⑫1，プ，・），P2⑦2，プ，

I）二．．．，〆（〆，プ，’）が存在する＝

　　州＝／P1⑫1，プ，y），P2⑦2，プ，y），．．．，〆いプ，γ）｝．

証明1正則経済プにおいては，逆関数定理により交換均衡は離散集合である・また交換

均衡の集合を考えると，ζ（・，・）＝Oの逆像であるが，これは需要関数の連続性と境界条

件によりコンパクトな集合である．仮に均衡価格ベクトルが無限に存在すると仮定する

と。以プ）はコンパクトな集合ではなくなp，矛盾である。よって，交換均衡価格ベクト

ルは有限である．
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　このとき命題3．1より，正則交換均衡⑫1，プ），⑦2，プ），．．．，⑦居，プ）の各々に対して，

上記の条件を満足する0。。（σ、，∫）級関数P1⑫1，プ，・），P2⑦2，プ，・），．．．，〆⑦走，

y，・）が存在する一　　■

命題4．2＝　l1白貝1」経済におけるワルラス均衡は，ある適当な連続確率選択のもとで期待ワ

ルラス均衡になる．

証明1　正員1」経済におけるワルラス均衡をゼ，プ）∈∫×rとおく・このとき，任意のブ

及びy二∈りに対して〆Iy！≧〆ツニが成り立ち。またζ（〆，プ）＝Oである。

　任意の連続確率選択をμ（・）：τ→M（8）とおく．この選択μ（．）を修正して，上記の⑫’，

プ）が期待ワルラス均衡になるような連続確率選択を構築できることを以下に示す。

　ところで補題4．1により，プの近傍σ岳を十分小さく選べば，∫×｛σ、U　Bdσ占｝にお

けるすべての交換均衡が正則であるω．実際には，σεにおいてμ（・）を修正すればよい・

まずはγ＝プにおいて，μ（プ）⑦‡）＝1とし，逆にρ≠〆に対してはμ（プ）⑦）＝O

とする・このとき工〃（ゾ）（ρ）一〆であ1・また（〆・プ）がワルラス均衡であることか

ら，任意のノ及びγ1∈りに対してバ∈巧は〆・バ三〆・・1を満たす一よって任意のノ

及び・1∈りに対して・γ1∈巧はレ・・1州‡）（ρ）・工・・〃μぴ）（ρ）を満たすこ

とがわかる一こうして⑫t，プ）が期待ワルラス均衡になる。
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　交換均衡価格ベクトルに着目すれば．補題4．ユにおける近傍を小さめにと・ることにより，

ψ（プ）1－／ρ1・〆・…・〆／に対し・．σ・∪・惧における決定的選択に・I⑦I・ゾ・・）・・2

⑦2，プ，・），．．．，一戸⑦此，プ，・）と番号を付与することができる．便宜上ρ」〆とする、

　あとはこれをもとに，プ以外の総生産計画に対して連続性を満たすようにμ（．）を修正す

ればよい・任意の・∈ト1プ1を考える・・に対し，・：一mi・／α∈沢一1／プ†．α（〆

一・）／∩Bdσ百≠②1去定義する．さらにそのZに対して三：一プ・αポー・）とおけ

．ば，三∈Bdσ岳である。

　このとき，ゐ＝1，2，．．．，たに対して〆：＝P＾⑫片，プ，三）と定義して，任意のz∈σ宮一

｛プ｝に対して，連続な確率測度μ（Z）（・一）を以下のように構築すればよい．

州∵1∵一11㍍∵
大域的には，元来のμ（’）に対してμ”（・）を以下のキうに定義し直せば，連続性を保持する．

　　　用一／1㍑；zl・・

例4．3＝正員O経済において，ワルラス均衡が期待ワルラス均衡になる例

　一消費者の労働を一投入して，一企業が消費財を生産するような二対経済モデルを考える．

工を労働投入量，γを消費財生産量として，企業の生産関数がγ＝2πで与えられると

手る．労働賃金を1，消費財価格をρとして価格標準化を行う．便宜上，企業は生産に必

要な最小限の労働を投入するものと仮定すれば，供給関数はプ（ρ）＝2ρで表される．
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　超過需要関数を考える．消費者は余暇と消費財を消費する．ワルラス法則により消費財

について考えるだけでよい．前述のように企業は必要最小限の労働を投入するものと仮定

して，その際の総超過需要関数がζ（μy）＝y＋〆一9〆十24ρ一24で与えられるもの

とする．．ρで微分するとζρ（μγ）芒3〆一18ρ十24である．本モデルでは三つのワルラ

ス均衡が存在するが，（ρ，y）：（3，6）は正則交換均衡であり，（ρ，y）＝（2，4），（4，8）

は臨界交換均衡である．このとき，ある連続確率選択のもとでは（3，6）は期待ワルラス均

衡にもなりうるが，（2，4）及び（4，8）はどんな連続確率選択のもとでも期待ワルラス均衡

になりえないことがわがる（図A参照：ただし直感を伝えるため，図は一部簡略化されて

いるので注意されたい．）．

　（ρ，γ）肥（3，6）が期待ワルラス均衡になるためには．ア＝3のとき期待価格が6となり

さえすればよい．’ ﾁく4，8くyのときは交換均衡価格が一意に決まるので，任意の連続確

率選択はその価格を確率1で指定する．4くンく8のときのみ均衡価格が三つ存在するこ

とに着目し，例えば次のような単純な連続確率選択を構築すれば期待価格が6になる1里〕．

4≦y≦8のとき，

上記以外のとき，

μ（側一㎜／亨・／

μ（ル（1））珊／y；6叫

州舳）十μ（桐。））一μ（ル（。））

μ（yXρ）＝O　　　ρ・夙γ），ρ≠戸（ハρ・ρ（y）

μ（γx夙γ））＝1｛

μ（ル）・O　ρ・夙γ）
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ただし，戸（y）＝max｛ρ∈沢。。1ζ（ρ，y）＝O｝，ρ（γ）＝min｛ρ∈沢。。1ζ（ρ，γ）ヨO｝，

力（γ）一＝｛ρ∈五。。1ζ（ρ，y）＝O，ρ≠戸（y），ρ≠ρ（y）｝である．（γの値によっては空集

合になり定義できない場合もある．）

　直感的には，生産量が少ないときは高い価格が成立しやすく，生産量が多い一ときは低い

価格が成立しやすいと企業は考えている。そして，γ＝6に近い生産量のもとでは需要関

数が右上がりになっているような状態が起きやすいと考えている、とりわけγ＝6のもと

では，ρ＝3が確率1で成立すると予想しており，（ρ，γ）＝（3，6）が期待ワルラス均衡に

なるのである．（ρ≠3の場合にγ＝6を生産することは実際には利潤最大化行動にならな

いが・その定義から（・・万・・）もまた期待ワルラス均衡になることに注意され乍い・）

　逆に（ρ，y）＝（2，4）が期待ワルラス均衡になるような連続確率選択を構築するのは不

可能である．そのためには期待価格が2にならなければいけないが，その連続牲によりρ＝

2に対しては確率Oを与えざるをえない、よってρ＝5に確率1を指定することになり，

定義3．1（b）を満たす選択は構築できないのである．（ρ，y）＝（4，8）についても同様である．

　また，決定的選択を考慮すると，臨界交換均衡における不規則性力干明確に理解できる．

例えば（ρ，y）＝（2，4）を考える。y〈4であれば，P（2，4，y）＞5であるから明らかに連

続性を満たさ辛いことがわかる。　　●

　上記の例で見たように，連続確率選択はその連続性により，通常は臨界交換均衡となる

ような価格に対して確率Oを与えることになる．このことは，ワルラス均衡が臨界交換均
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y＝一戸十9〆一24ρ十24

（4，8）

（3，6）1

（〃）一（…）1

4

図＾：上記の需要関数はζ（ρ，γ）＝y＋〆一9ρ2＋24ρ一24＝Oのグラフで

あり，供給関数はプ（ρ）＝2ρである一正則交換均衡であるワルラス均衡（3，

6）は，ある連続確率選択のもと期待ワルラス均衡になる．
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衡であるならば，その配分はどんな連続確率選択のもとでも期待ワルラス均衡になりえな

いことを一般的に意味するように思えるが。実際1三はそうではない。

例4．4＝臨界交換均衡であるようなワルラス均衡が期待ワルラス均衡になる例

例。．。と同様の一1肖費者・一企業・二対モデルを考える．生産関数がγ一・πゼ，超

過需要関数がζ（ρ，y）＝y－120＋⑦一7）（ρ山6）2⑦一3）⑦一1）で与えられるものと

する．需要関数をρで微分するとζパρ，γ）＝⑦一6）（ρ一4）（5〆一42ρ十57）である。

　企業の供給関数はプ（ρ）＝20ρとなるので，（ρ，γ）＝（6，120）は一つのワルラス均

衡で6る．これは臨界交換均衡であるが，ある連続確率選択のもとでは，期待ワルラス均

衡になる（図B参照：ただし図は一部簡略化されている．）．具体的には以下のような連続

確率選択を構築すればよい。ただし戸（y）及びρ（y）の定義は例4．3と同様である。

・・1・11舳11・
鰍ｲケ’、、戸（、）

　　　　　　　　　　　　　　　μ（桐γ））一5（1205一ア）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　　帆・・。・1・α・のとき，μ（ル（γ））・5（y－1199）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　3

　　　　　　　　　　　　　　　μ（ル）・O　　　ρ・夙y），ρ・ρ（γ）

㎜・γ一！！・
怩P鮒’、≠、、）

特にこの選択はy＝120のもとρ16自体には確率Oを与えるのであるが，期待価格

としてはρ星6が指定され，期待ワルラス均衡となるのである・　■



交換均衡価格選択とワルラス均衡 17

γ一一φ一7）（ρ一6）2⑫一3）（グ1）・120

（ρ，γ），（6，120）

120

図B：上記の需要関数はζ（ρ，y）＝γ一120＋⑦一7）（V－6）2⑫一3）⑦一1）

；Oのグラフであり，供給関数はプ（ρ）＝・20ρである一ワルラス均衡（6，

120）は臨界交換均衡であるが，ある連続確率選択のもと期待ワルラス均衡に

なる、
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5．結語

　以上分析してきたように，正則経済におけるワルラス均衡は．ある連続確率選択のもと

で期待ワルラス均衡となることが主張される．また，逆に臨界交換均衡であるよ．うなワル

ラス均衡に対しては，それを期待ワルラス均衡にするような連続確率選択が構築できるこ

．ともあれぱ，できないこと一もあることが例示された．

　第4節における二つの例では，企業の生産関数は明示されたものの，総超過需要関数は

アプリオリに与えられた1目〕．しかしながら，消費者のいかなる選好のもとでそのような総

超過需要関数が導出されるかなど，さらなる具現化の余地はある．特に一般均衡理論にお

岳7る需要関数には消費者の所得として企業利潤が寧係してくるため困難な点は多いが・そ

こまで遡及して例示できれば，精緻化されたより説得力のある経済モデルが提示できる．

　また，連続確率選択は連続性を満たしさえすれば複数種類構築できる可能性があら，期

待ワルラス均衡の個数自体にも大きく影響を与える．例えば例4．3においては，ワルラス

均衡も期待ワルラス均衡も三つ存在した．連続確率選択と期待ワルラス均衡め個数との問

になんらかの関係性を見つけ手ごとができるか検討したい・

　また，クールノー均衡についても同様の関係が存在するかどうかの確認も興味がある．

つまり決牢的選択のもとでのクールノー均衡と連続確率選択のもと．でのクールノー均衡と

の関連性である．当然のことながら，いずれの選択のもとでも企業の生産計画変更が価桔

あるいは期待価格に対して影響を与えるため，分析はより難解になる1

　これらの問題解決については・今後の研究の課題としていきたい・
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く注＞

り本稿は著者の修士論文（K舳eko（工997））第2章及ぴ第3章に加筆修正したものである．

1〕原語determini昌ticse1㏄tionを本稿では決定的選択と訳したが，一般に普及している訳

語とは限らないので注意されたい．武隈（2001），p134における連続選択（contimous

昌e1eotion）という訳語を参考にした．

2〕原語C？nti皿uOu日正andOm　Se1㏄tiOnを本稿では連続確率選択と訳したが，これも一般に

普及している訳語とは限らないので注意されたい．

3〕一

ﾞらは独占的競争均衡（mompolis七ica11yoo皿pe舳veequilib■ium）と表現しているが，

その定義より実質的にクールノー・ナッシュ均衡である・．

4〕A11en（1994）は連続確率選択にしたがう場合でも，決定的選択にしたがう場合の

Robe正ts（1980）と同様にワルラス均衡（Wa1r舶equi1ibrium）として定義しているが，本稿で

は両者の明確な差異を強調するたやに，期待ワルラス均衡と定義する（定義3．1）一

岳〕本来ならベクトルはボールド体で表記されるべきであるが1本稿では使われるほとんど

すべての変数がベクトルであるので，あえてボールド体では表示しない1

6〕C血（∫×R蜆（’十1），パ十1）：＝∩1立ぴ（∫×パ㈹），パ十1）である．ただし，任意の自然数r

に対してC『（∫×R”（’十1〕，R’斗1）は，8×パ（’十1〕からパ十1への関数のうちでそのr階まで

のすべての偏導関数が存在し連続であるような関数の集合である．

7）厳密には閤係であるが，以下の分析ではψσ）≠②となるケースを扱うため対応とする．

島〕以下の分析ではζではなくζを使用していくので後者の方を敢えて単純な記号で表す．
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釧以下の定義2．2は，（ω1，一一一，ω胴）が変動する純粋交換経済を扱ったDebreu．（1970）の定

義ではなく，Ol，1．一，y岬）が変動する生産経済を扱ったRobe正ts（1980）の定義に従った．と

はいえ，前者において証明される諸定理は生産経済にも適用しうるため，以下本稿でもし

ばしば禾一」用される．

m）ノルムll〆一ρll：＝Σ∵1（ρ1一ρ片）　は’次元ユークリッド空間の距離関数である．

n）Bdσεはσ岳の境界を表す．

I勤六例における開集合｛y∈R14くyく8｝は，命題4．2におけるσ母として適用する場合

には，より小さくなければいけない．

1畠〕Robe正七島（1980）の種々の例も、総超過需要関数はアプリオリに与えられている
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